
多面的な「 久 」の結集で   長を育てる」アントレプ チ一 専攻 

大串通雄，田中武雄， Ⅱ @  修 ( 大阪産業人 ) , 0 谷口邦彦 ( 文科 省 ) 

2 0 0 1 年の所謂「平沼プラン」による「大学務ベンチャー 工 0 社計画 J 。 2 0 

産業省で 5 ヵ年計画で推進されている 技術経営 ( ㊤ T) コースや専門職大学院プロバ 

を 受けて、 大学。 高専などでは 多様なプロバラムが 整備されてきた。 

産業大学では、 これらの動きに 先んじて、 2 年玉 2 月江教員と大学共同出 

むを立ち上げ。 学生にもアン㌻ レ プレナー。 スピリットの 醸成に努めるとともに、 起業 

教育。 支援の体制を 

そして、 2 0 0 % 竿召月 には。 それまでの実績を 踏まえて「社長を 育てる J ( 図 。 ㌦を掲げて " 工学 

究 科にアン㌻ レ プレナー専攻を 開 ; 、 このほど、 第 1 期 生を世に送り 出した。 

この報告では。 本学ならびに 本 専攻の概要、 本専攻の実践的   起業企画を柱とする 教育。 指導 

の 体制。 および 第 工期生の中から 発表者がビジネスコーチを 務め 

  大慈 産繋 大学 " ア プレナー 専壌鐙簿要 

ものづくり産業集積として 知ら る 東大阪の北部地区に 仕置する大東市に 立幽する本学 け 。 1 9 2 

年 ( 昭和 3 年 ) 瀬島 源 三郎氏によって 将来の産業 済を考えるとき、 交 的 発展は不可欠 

として、 産業の墓 を 支える人材の 育成を目指して「偉大な 平凡人たれ 

年 ) 大阪産業大学と 改称、 。 工学分野のみならず。 

経済学部。 研究科も充実が 図られ、 今日。 教員 2 5 名、 学生数 1 % 。 

名を擁する産業系総合大学へと 発展している。 

その発展の歴史から。 工学 吾 。 交通機械工学科や 大学院 

などユニーク 社学科。 

な 専攻であ るが、 その特長ほ、 本学の専攻担当は 7 名であ 

るにも 掩 わらず、 客員教授は産学官 そ 

な 体験と識見を 有する 3 

これは、 ベンチャー起業、 または、 起業企画を専攻課程修 

了の必須要件とする 木 専攻の実践的教育。 指導を強力かっ 
授 膏て 

円滑に推進するためには 多様な視点からの 教育。 指導に対 

応 が求められ、 それを可能とする 基盤であ る。 翻 
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客員教授の内訳け、 次項で記述する 一部の専任教員以外は、 殆ど産業界の 体験者、 中小企業経営者、 

コンサルタント、 公認会計士。 税 士などの専門家、 ジャーナリス㌻であ り、 行政関係では 

元の商工会議所や 公設試験研究機関の 体験者であ る。 

  ア   
当 専攻では。 一般的な ㊤ T  ( 技術経営 ) プロバラム 

などとは異なり。 実学～実践、 実業～実行を 旨とした、 

実業界において 活 できる実践的なアントレプレナー 育 

成 教育。 指導を推 するために、 特長あ る教育システム 

として㌢ 靭 L を、 起業 指 に 関わる制度としてはビジネ 

スコーチ制度を 採り入れている。 

に 取り組みながら 知識とスキルを 習得す 

  システムを 注 とす 

る カリキュラム 座学 ) を可能な 

㍉ @ ㌔ 

    
  

絞り、 「ものづくりの 実学」と経営のわかる 技術者を養成 
  

するための「マネジメン㌻の 実学」を提供している。 ～ 襄践 。 実翰 ～ 襄 

しけ 、 産業からの 客 と 学内専任教員 力 。 らなる P 一プが 担当し、 修士課程がスタート 

合宿教育を経て 、 避 薄す 

それぞれが選択した 課 L 的に取組つつ。 また。 

次項の指導を 受けっ つ 専攻で設定している a 

目標を身につけていく 

堰 ． コミュニケーション カ 

修士論文作成に 替わって事業計画書を 作成するプ ロ 

、 ジヱ クトを実施。 このプロジェクトの 中で、 具体的に   チームワークカ 

ベンチャーを 起こすプロバラムにより、 起業家として 

の 実践 力 を磨いて行く。 8 。 製品開発。 ヂ ザインカ 

修士 1 回生の時は、 ほぼ毎月開催されるフリーディ 

スカッションミーティンバで 自身の課 

専攻および客員教授からバループ 指導を受ける。 

その間に、 院生の課題に 必要とされる 指導事項に相応しい 客員教授がビジネスコーチとして、 概ね一 

人の院生に 3 名 位 選任され起業企画書の 作成に向けて 指導。 支援する。 なお、 第 5 項。 第 6 項の 2 例の 

第工期生の時期にはこの 制度は確立されて 無く、 むしろ。 彼らとの取組における 試行錯誤の中でこの 制 

Ⅰ り 上げて来たと 言える。 第 3 期生の一部には 既にこの制度を 適用して谷口も 1 名を担当している。 

院生には日報の 提出が課せられており、 その内容は、 「 e 一 PB L 」と称せられているウ ェ ブサイトを 

通じてビジネス コーチはどこに 居ても日報を 見てコメントを 書き込み院生へのコーチングを 行うことが 

できる。 
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  大鰻塵穴 鍵 ベン 

大阪産業大学では、 アントレプレ る 前から、 大学が認定したべンチャ 一には 

を出資するとともに、 大学の研究成果を 活用した起業には㈱ 0SU , 女 女女女女 灸 という社名の 使用を 

許可する形で 起業の促進を 図ってきた。 

その第 1 号泣、 アントレプレナー 専攻教員の山田が 自身の研究成果の 商品化を目的に 起こしたべンチ 

ヤ 一であ り、 大阪産業大学第 1 号であ るので、 ㊤ SU と称し、 以降は。 ㈱㊤ SU 。 安安安 女 女という 

呼称の使用を 許可している。 

既に 9 社が認定を受けており、 その内、 アン㌃ レ プレナー専攻からは 2 社が認定を受けている。 

次には、 谷口がビジネスコーチとして 支援した二つの 事例について 報告する " 

先ず、 洩比 がアン㌻ レ プレナー専攻へ 入学し、 ( 有 ) ライトクリ ユー ションの起業に 至った背景。 起業 

の構想。 同社の事業。 ならびに谷口 ら 客員教授のビジネスコーチンバ 活動について 報告する。 

  

ヨ 氏は、 第二次世界大戦終了後 " 海外から引き 揚げてきたが 就 しく 1 8 歳で活版 工 として就業。 

しい職場の実態から 2 3 歳の時に「人に 使われ ら 一生の内には 人を使 う 身に」 と 

一念発起、 教員免許を取得するため、 教育大学へ 学 。 卒業後はしばらく 教員の就 

学校で印刷技術に 詳しい教員を 求めているとの 教育大学からの 紹介で、 その学校に着任。 

出向いて見ると、 実習用の印刷工場はあ るが。 教科書が 偏 されていないと 判り、 A れ サイズ 1 5 

におよぶ印刷技術授業用の 指導書を作成した。 それは、 手書きガリ版ではあ るが、 産業界に居る 時から 

  清報 管理。 組合活動などで 印刷に関連した 知識を有する 谷口が見ても 系統的にまとまられており、 修士 

論文の付随資料として 収載することを 推奨した。 

聾学校を皮切りに。 爾後、 教育 畑 一筋、 最後に勤務した 県教育委員会を 7 0 歳で退職、 折しも、 目に 

止まった「アン㌻ レ プレナー専攻」の 募集広告に「どのような 教育をするところか ? 」と強い関心から 

受験したと、 五回生の時に 自己紹介していたが、 2 回生になると ( 有 ) ライトクリエーションを 起業。 

関係者のみならず 学長。 大学幹部も感激、 第 9 番目の U に認定された。 

㈱民の起 繋牡鰻 

比 は、 印刷技術。 編集、 教育分野で培われた 識見から、 学校や教育分野の 各種刊行物が 読者にとっ 

て 魅力に乏しいものが 多い、 との思 いで 次の構想を実現すべく 起業に踏み切った " 

①供給者の視点から 作成される刊行物が 多い中、 受け手の視点から 企画するひと 味違う企画会社。 

②大学。 学校。 塾が企画する 案内。 要覧類から手がけて、 最終的には参考書の 企画を目指す。 

③娘婿 T 氏が優秀なデザイナ 一であ るので、 制作は T 氏と組むこととする。 所謂、 H 氏が CEO で、 

T 氏が CT ㊤のような役割分担と 言える " 

一 チンダ 

第 3 項でも記述したよさに、 目 氏など 第 1 期 生の頃 にはビジネスコーチ 制度は確立していなかったが、 

もう一人の客員教授で 経営コンサルタントであ る B 氏との連携の 下、 主に 、 次のようなコーチング 活動 

を行った。 
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で、 商業向け「チラシ L 、 

レ プレナー専攻の 参考書、 学校案内。 要覧など関心事 は 広か 

ったが、 先ず。 競争が激しく 無い大阪産業大学の 案内書類の 

企画からスター㌻ し 。 事業の安定化を 計る。 

②下民 の デザインカをフルに 引き出すために、 企画提案には 当 

そして、 実 受注の一つとして、 谷ロ が 設立を支援し 開校を控え 

ていた「ヨーガのインストラクター 養成学校」の 案内書の企画を 

紹介し、 図 。 3 のような仕上がりに 発注側も満足で、 双方から喜 

ばれた。 

この受注に当たっては。 発注者 と 氏 。 下民との引き 合わせを 

兼ねて、 企画打ち合わせに 立ち会い。 この案内書も 研究成 

つ として修士論文に 収載することを 奨めた。 

鰹 。 

㊤氏がアン㌻ レ プレナー専攻へ 入学し 、 ㈱ティ。 ア イ 。 オ一の起業に 至った背景を 報告し目杜の 事業 

ほ ついて報告する。 

" 礒翻 

であ った㊤氏は。 ニーザ 一のニーズに 基づく商品の 開発を会社に 

精力的な活動を 続けてきたが、 環境に優しい 商品の開発に 関心が強く第四項で 紹介した大阪 産 大発第 1 

号 のべンチャー㈱㊤ Su の 山 が 開発した消臭除菌用 銭 分散セラミックペレット と 会いからこれを 

熱い想いから 脱サラをして 専攻に飛び込んできた 熱 

主に次のような 支援を行った。 

①⑪氏が院生として イオン 水 「シナジーウォーター」 ( 登 

の試 供先の反応とその 理由を一 

②市場量が多く 見込める 試 供先の苗場は 競争激化の虞が るので、 繰り返し使用 可 。 諸法適合の 

を 活かした市場における 実力。 実績を蓄 しつつ大市場へ 進出するビジネスプランの 作成。 

専攻 3 年目を迎え 2 期 生 。 3 期生との取組の 途上であ るが、 今後、 次の諸項の強化が 必要と考えている。 

①専攻としてのビジネス モヂル : 学部から専攻に 移行した院生と 社会人院生に 対する L 授業。 演習と ビ   

ジネスプラン 作成との時 
② メソドロ、 ジ一 メソッド」を 基盤として方法論の 

③院生の起業の 多様性 : 院生。 とりわけ。 社会人院生のビジネスプランは 多様であ り、 本学の教員や 客員 

教授の専門分野を 超えた指導が 求められ、 修士 究 め テーマに応じた 地 大学。 他 

一 以 上一 
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